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JCDA0009に規定されている冷媒用被覆銅管 冷媒用被覆銅管の用途 冷媒用被覆銅管の施工フロー

＊規格では、原管質別・外径及び肉厚と、それに対する保温材の厚さが規定されています。

大規模ビルから小規模店舗に至るまで、冷媒
を用いたパッケージエアコンは広く採用されて
おり、そこに冷媒用被覆銅管が使用されてい
ます。その一例を下図に示します。

冷媒用被覆銅管
空調用の冷媒配管には結露を防止する等を目的に銅製の冷媒管の外側にポリエチレンフォーム等の保

温材を被覆した冷媒用被覆銅管が広く使用されています。 

2012年、冷媒用被覆銅管の日本銅センター規格（JCDA0009）を制定、平成25年版より国土交通省営

繕部監修・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）に掲載されました。
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JIS H 3300「銅及び銅合金の継
目無管」に規定する銅管による。
C1220（りん脱酸銅管）が使用
されています。

※空調機器更新時の冷媒用被覆銅管の取り扱いについて
空調機器の更新時には下記2点をご考慮の上、冷媒用被覆銅管も同時に更新していただくことが大切と考えています。
①現在の冷媒用被覆銅管の保温材は従来の可燃性のものから難燃性のものに変わっています。
難燃性の冷媒用被覆銅管に更新することにより、安全性を高められると考えます。

②地球温暖化防止対策として冷媒のリークを極力減らす取り組みを、国が率先して進めています。これを尊重し空調機器を更新する際は、継手部での
リークの危険性、支持部等での伸縮の繰り返しによる疲労割れの可能性等を点検するとともに、可能であれば早めに新しい冷媒用被覆銅管に
更新することが望ましいと考えます。

原管　

JIS A 9511「発泡プラスチック保温
材」に規定するA種ポリエチレン
フォーム保温筒２種等が使用され
ています。
難燃性を有するものが使用されて
おり、JIS C 3005の傾斜試験によ
る燃焼試験を行ったとき、60秒以
内に自然に消えるものである必要
があります。

保温材

表皮材

※規格では「断熱材」と記載、被覆材
　とも言います。

口径の異なるシングル管の表皮材を融着し、ペアにしたもの。

立
て
管

横走り管

室外機

室内機

施工フローを下図に示します。本書では施工
の作業項目を工程順に構成しており、それぞれ
の項目ごとに注意点を解説します。
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5 バリ取り・管端真円修正
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バリの形状

バリ取り作業

清 潔

●パイプカッターで切った銅管の端は、下図のように内側にバリが出ているので、これを専用の工具
で削り取る。この時銅管の内側にキズをつけないこと。

●フレア加工や拡管加工等に影響が出ないようリーマー、スクレーパー等の専用の工具を使用し、
管端部のバリを取り除く。

●バリ取りは、銅管を下向きにして、削り粉が管内に入らないよう注意して行うこと。

●ゴミ、埃、水分等の異物が冷媒配管内に入ると機器の運転に支障が生じるため、配管内に異物を
入れないこと。

2 ベンダー曲げ

●冷媒用被覆銅管を手で曲げる場合、へん平、座屈に注意しながら曲げる。 
最小曲げ半径6Do（銅管外径の6倍）以上が望ましい。（細いサイズの銅管  6.35～  12.7に適用）

●へん平・座屈を無くすには、スプリングベンダー・ポリ芯等が有効である。

●パイプベンダーを使用し、銅管にシワができないよう注意して行う。 
最小曲げ半径は4Do（銅管外径の4倍）以上が望ましい。

●質別、肉厚等 銅管の仕様に合ったベンダーを使
用すること。（パイプベンダーを使用する場合は、
各メーカーの取扱説明書を参照のこと）

●曲げた銅管はシワ、へん平、座屈等がないことを 
確認する。

冷媒用被覆銅管は座屈等が外から見えないので注意が必要。

4Do未満だった場合、冷凍保安規則関係例示基準に定められた肉厚規定を満足できなく
なる可能性がある。

シワがあると銅管が熱伸縮を繰り返した 
時に、シワの谷部に応力集中しやすいため
加工硬化が蓄積し、銅管が割れに至るこ
とが懸念される。

6 曲げ加工

リーマー スクレーパー

内側　シワ変形

親指の腹を配管に当ててゆっくり
と少しずつ曲げる。

銅管の曲げ半径は、管の中心軸か
らの距離を基準にしている。

バリ 糸面取り程度

■ バリとバリ取り後の形状
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4 管端真円修正作業（コイル巻）

●管端部が変形していることがあるため、冷媒銅
管用サイジングツール等で真円にする。

特にコイル巻の巻端部分は変形が大きく
なっている。また、銅管径が大きいほど変
形が大きくなる。

給湯銅管用のサイジングツールは銅管
肉厚が違うため使用不可。 サイジングツール

1 手曲げ（コイル巻）


